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◆位 置 滋賀県の南東部

◆面 積 ４８１．６２㎢

◆人 口 ８７，１９８人

◆世帯数 ３８，２７１世帯

（令和７年６月末現在）

◆農 業 農用地 4,780ha
遊休農地 261ha

◆工 業 工業製品出荷額が
 １７年連続で滋賀県１位

◆特産品等 信楽焼、茶、薬、忍者

１．甲賀市の概要



2022年6月

第７２回全国植樹祭

甲賀市地球温暖化対策実行計画を策定
2024年3月

議会との共同宣言

区域施策編 ２０３０年度に２０１３年度比５０％削減
事務事業編 ２０３０年度に２０１３年度比５１％削減

２．脱炭素化に向けた取組
甲賀市環境未来都市宣言 2022年9月



めざす環境像

環境と経済・社会活動が調和した持続可能なまち

「環境未来都市・甲賀」

豊かな自然とうるおいある暮らしを
未来につなぐ 美しい甲賀



３．脱炭素に向けた課題及び求める提案

①公共施設への
再生可能エネルギーの導入

②営農型
ソーラーシェアリングの導入

③市内事業者の脱炭素化
加速に向けた取組



①公共施設への再生可能エネルギーの導入

【課題・背景】
施設の電力需要量や設置可能な面積などを基に、太陽光発電設備の導入

可能性について調査し、PPA方式を含めた再エネ導入の検討を進めている
が、多くの施設において経済的メリットを見出しにくく、加速的な導入が
難しい。
また、行政として率先して脱炭素化を進める必要があるが、効果的・効

率的な手法の確立に苦慮している。

【求める提案】
・地球温暖化対策実行計画の目標達成に向け、加速
的に再生可能エネルギー設備を導入するための提
案

・公用車のEV化や公共施設のZEB化を推進する提案



②営農型ソーラーシェアリングの導入

【課題・背景】
市内の農地面積4,780haのうち遊休農地は261ha（2024年）となって

いる。高齢化や担い手不足などにより、この遊休農地は、５年前と比べ約
1.2倍となっている。
農地の再エネポテンシャルは高いが、減収（収穫）への懸念や農作業の

効率化などからソーラーシェアリングが普及していない。

【求める提案】
・減収や作業効率を考慮したソーラーシェアリン
グの実現や遊休農地の活用による農地再生など、
農業と両立し、農業振興につながる本市の実情
に応じた提案



③市内事業者の脱炭素化加速に向けた取組

【課題・背景】
市域の温室効果ガス排出量の５２％を産業部門が占めている。
脱炭素化の取組を進めているものの、更なる対策について苦慮されている

事業者も多い。一方、事業者によっては取組が進んでいない状況にある。

【求める提案】
・温室効果ガス排出量の半数を占める産業部門の
脱炭素化を推進するための提案

・事業者の自主的な行動を促す取組の提案



令和７年（２０２５年）１０月２４日

滋賀県甲賀市

市民環境部 環境未来都市推進室

Tel：０７４８－６９－２１５６
Mail：koka10206000@city.koka.lg.jp

ご清聴ありがとうございました。
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